










はじめに 

 筆者らは,昭和55年度,昭和56年度の研究において,乳児院に収容されている乳児と保育

者とのアタッチメントの形成過程や他の大人との相互交渉について観察してきた。観察

は,VTR や他の記録機器を用いて行ない,同時に,乳児の心拍など生理的な変化を測定した。

特に心拍に着目したのは,精神生理学的研究の諸結果から,心拍数の変動が被験者の心理的

な変化に呼応して生じることが知らされており,外見からは十分に把握できない乳児の内

的な反応を知るうえで有意義であると考えたからである。 

 昭和 55 年度の研究結果から,乳児は大人と視線が合ったときや名前を呼びかけられたと

き,人の姿が見えなくなったときなどに,心拍数の減少が生じた。このような心拍数の減少

は,成人を対象とした研究で注意が生じたことの指標であるとされており,また,乳児を対

象とした研究でも注意の要素であるとされていることから,乳児が人の刺激に対して注意

を向けていることを示している。人の呼びかけや視線が合ったときの心拍数の減少は乳児

期初期から観察され,乳児が人に対して生来的に敏感に反応することが示唆された。これに

対し,人の姿を追視したり,その姿が見えなくなったりしたときに生じる心拍数の減少は,

生後約 20 週以降では生じなくなり,それに代わり,ぐずりや泣き出すなどの情動的変化を

ともない,心拍数が増加する傾向が認められた。また,このような情動的反応をともなった

追視は,生後 25 週以降は担当保育者に選択的に生じ,乳児と保育者との間にアタッチメン

トが形成されはじめたことが理解された。 

 昭和56年度の報告では,生後2～5ヵ月の乳児を対象に,大人との交渉場面での,大人への

凝視と目そらしについて観察した。その結果,乳児が大人から目をそらすときには心拍数は

増加しており，目をそらすことにより心拍数は元の水準まで下がることが理解された。乳

児の目そらしは,覚醒水準(arosal level)のたかまりを制御し,相手からのはたらきかけを

受け入れやすくする機能を果たしていることが示唆された。 

 本年度の報告では,新生児とその母親を対象とし,両者の相互交渉場面における,母親の

はたらきかけに対する新生児の行動ならびに心拍反応,および,新生児の注意をひきおこす

母親や他者の行動について検討した。 


